
１

れ
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
有
田
芳

生
さ
ん
が
「
自
民
党
と
統
一
教
会

の
癒
着
は
戦
後
の
闇
」
と
批
判
、

鹿
児
島
の
馬
毛
島
か
ら
「
自
衛
隊

基
地
強
化
と
米
軍
基
地
移
転
に
よ

り
、
標
的
の
島
に
さ
れ
る
」
と
い

う
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
集
会
後
、

国
会
請
願
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
保
三
文
書
の
改
定
に
よ
り
敵

基
地
攻
撃
能
力
（
反
撃
能
力
）
保

有
を
明
記
し
、
具
体
的
に
は
、
長

距
離
ミ
サ
イ
ル
の
保
有
→
巡
航
ミ

サ
イ
ル
ト
マ
ホ
ー
ク
爆
買
い
な
ど

と
軍
事
費
倍
増
（
５
年
間
で
43
兆

円
の
案
）
を
目
論
ん
で
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
財
源
問
題
に
す
り

替
え
た
報
道
を
し
て
い
ま
す
が
、

問
題
は
、「
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
」

そ
の
も
の
で
す
。
安
保
三
文
書
に

よ
り
「
敵
」
国
と
さ
れ
た
国
と
の

緊
張
を
高
め
、
軍
拡
競
争
を
も
た

ら
し
、
戦
争
が
現
実
味
を
帯
び
て

き
ま
す
。
何
と
し
て
も
軍
拡
路
線

を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
閣
議
決
定
に
よ
る
安
保

三
文
書
改
定
は
、
ア
ベ
流
の
閣
議
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岸
田
政
権
は
、
軍
拡
路
線
を
確

立
す
る
安
保
三
文
書
（
①
国
家
安

全
保
障
戦
略
＝
Ｎ
Ｓ
Ｓ
、
②
国
家

防
衛
戦
略
＝
現
・
防
衛
計
画
大
綱
、

③
防
衛
力
整
備
計
画
＝
現
・
中
期

防
）
の
改
定
を
国
会
に
は
か
ら
ず
、

閣
議
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
11
月
30

日
、「
軍
事
費
増
や
し
て
生
活
壊
す

な
11
・
30
日
比
谷
集
会
」
が
も
た

決
定
で
何
で
も
で
き
る
と
い

う
や
り
方
で
あ
り
、
立
憲
主

義
に
反
し
て
い
ま
す
。

紀尾井町イルミネーション

軍
事
費
増
や
し
て
生
活
壊
す
な
！　

一
方
、
統
一
教
会
問
題
の
「
被

害
者
救
済
新
法
」
が
10
日
閉
会
の

臨
時
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
が
、

禁
止
行
為
や
取
消
し
権
の
対
象
行

為
の
範
囲
が
狭
く
、
被
害
防
止
、

被
害
者
救
済
の
観
点
か
ら
不
十
分

で
、「
無
い
よ
り
ま
し
」
程
度
で
す
。

　

問
題
は
、
岸
信
介
以
来
の
自
民

党
と
統
一
教
会
の
癒
着
、
安
倍
晋

三
が
果
し
た
役
割
を
裁
く
こ
と
で

す
。統
一
教
会
問
題
を「
救
済
新
法
」

で
終
ら
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

野
党
頑
張
れ
と
国
会
請
願

軍
拡
路
線
を
止
め
よ
う

統
一
教
会
問
題
を
終
ら
せ
る
な
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11
月
10
日
、
こ
の
秋
三
つ
目
の

行
事
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
新

宿
御
苑
菊
花
壇
見
学
と
千
駄
ヶ
谷

富
士
登
山
、
藤
井
五
冠
勝
負
メ
シ
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
10
時
、
新
宿
御
苑
新
宿
門
に

集
合
…
の
は
ず
が
、
丹
野
会
長
来

な
い
!?　

降
り
る
駅
を
間
違
え
た

と
か
。
結
局
15
分
遅
れ
の
ス
タ
ー

ト
。
退
職
者
会
の
行
事
は
、
こ
う

い
う
ウ
ッ
カ
リ
を
織
り
込
ん
で
お

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
教
訓
に
…
。

　

ち
ょ
っ
と
急

ぎ
足
で
新
宿
御

苑
内
を
菊
花

壇
入
口
へ
向
い

９
か
所
の
花
壇

を
散
策
。
新
宿

新
宿
御
苑
菊
花
壇
と
千
駄
ヶ
谷
富
士
登
山

藤
井
五
冠
の
勝
負
メ
シ
に
大
満
足

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

御
苑
は
初
め
て
と
い
う
人
も
多
く
、

様
々
な
種
類
の
菊
の
見
事
さ
に
感

動
。
と
り
わ
け
１
株
か
ら
５
６
５
本

も
の
花
を
咲
か
せ
た
「
大
作
り
」

に
ビ
ッ
ク
リ
。「
奇
跡
か
」の
声
も
。

　

新
宿
御
苑
は
、
江
戸
開
府
当
時
、

防
衛
上
の
観
点
か
ら
高
遠
藩
下
屋

敷
が
お
か
れ
、
明
治
期
に
農
業
試

と
つ
千
駄
ヶ
谷
富
士
は
、
当
時
の

形
式
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
貴
重

な
存
在
で
す
。
ミ
ニ
富
士
登
山
の

意
外
な
き
つ
さ
に
み
な
ビ
ッ
ク
リ
。

　　

将
棋
会
館
を
見
学
後
、
藤
井
五

冠
の
勝
負
メ
シ
。
鳩
森
八
幡
す
ぐ

そ
ば
に
あ
る
将
棋
会
館
出
前
御
用

達
６
店
の
ひ
と
つ
「
鳩
や
ぐ
ら
」

を
貸
切
で
ラ
ン
チ
＆
ビ
ー
ル
。
い

つ
も
の
パ
タ
ー
ン
で
す
が
、
大
盛

況
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
、
参
加
者

は
16
名
と
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

大
満
足
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
し
た
。

験
場
な
ど
を
経
て
皇
室
の
御
苑

に
、
設
置
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
は
昭
和
天
皇
の
お
気
に
入
り

だ
っ
た
と
の
こ
と
。
戦
後
、
国

民
公
園
に
な
り
現
在
に
至
り
ま

す
が
、
こ
と
の
ほ
か
桜
と
菊
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
皇
室
専

用
庭
園
時
代
の
名
残
り
で
す
。

　

新
宿
御
苑
を
退
出
し
千
駄
ヶ

谷
駅
前
か
ら
東
京
体
育
館
な
ど

を
見
な
が
ら
鳩
森
八
幡
社
へ
ト

ボ
ト
ボ
と
。
18
世
紀
後
期
、
富

士
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、
江
戸

で
も
沢
山
の
富
士
塚
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
江
戸
７
富
士
の
ひ

エ
ッ
丹
野
会
長
来
な
い
!?

第一路地花壇 嵯峨菊 大作り花壇

江戸菊 第二路地花壇 一文字菊・管物菊

新宿御苑菊花壇「懸崖作り花壇」前にて
１
株
か
ら
５
６
５

本
の
花
？

ミ
ニ
で
も
さ
す
が
に
富
士

満
面
の
笑
み
が
満
足
度
表
現

みなさん嬉しそうでねえ
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『
春
の
学
習
会
』
は
軍
拡
・
改
憲

な
ど
キ
ナ
臭
い
状
況
を
踏
ま
え「
自

民
党
改
憲
案
批
判
」
を
中
心
に
し

た
憲
法
問
題
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

３
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
　

ま
た
は
４
日
（
土
）

■
会　

場　

清
掃
会
館
ホ
ー
ル

■
講　

師　

改
憲
反
対
の
立
場
の

　
　
　
　
　

弁
護
士

■
会　

費　

懇
親
会
開
催
時
は

　
　
　
　
　

５
０
０
円

　

12
月
５
日
に
第
３
回
幹
事
会
・

専
門
部
会
を
開
催
し
、
①
丹
野
会

長
の
業
務
代
行
、
②
会
員
の
誕
生

月
お
祝
い
電
話
の
取
扱
い
、
③
近

況
報
告
実
施
案
、
④
来
年
前
半
ま

で
の
行
事
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

丹
野
会
長
は
、
持
病
な
ど
が
精

密
検
査
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
て

お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
入
院
の

可
能
性
も
あ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

会
長
が
分
担
し
て
い
る
業
務
の
代

行
態
勢
を
確
認
し
ま
し
た
。

①
会
長
固
有
業
務

　

佐
藤
副
会
長
と
戸
枝
事
務
局
長

　

が
必
要
に
応
じ
て
対
応

②
上
部
団
体
役
員

▽
都
庁
退
会
計
監
査

　

対
応
が
必
要
な
段
階
で
検
討

▽
都
庁
退
幹
事

　

纐
纈
幹
事
が
代
行

▽
自
治
退
都
本
部
幹
事

　

戸
枝
事
務
局
長
が
代
行

　

14
年
１
月
か
ら
「
会
員
の
誕
生

月
お
祝
い
電
話
」
を
差
し
上
げ
て

き
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
固
定
電

話
に
出
な
い
会
員
も
多
く
、
効
果

に
疑
問
符
の
つ
く
応
対
も
あ
る
な

ど
、
実
施
者
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
応
で
き
る
三
役
も
限
ら
れ
て

お
り
、
現
三
役
が
降
任
し
た
後
も

新
三
役
の
義
務
と
し
て
引
継
ぐ
こ

と
は
難
し
い
と
判
断
し
、
誕
生
月

お
祝
い
電
話
は
、本
年
12
月
を
も
っ

て
停
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

来
春
も
「
近
況
報
告
」
を
発
行

し
ま
す
。
実
施
方
法
は
従
来
同
様

で
す
が
、
設
問
へ
の
回
答
に
こ
だ

わ
ら
ず
自
由
意
見
を
中
心
と
す
る

飯
田
橋
で
﹁
新
春
の
集
い
﹂

１
月
２8
日

　

コ
ロ
ナ
で
行
え
な
か
っ
た
『
新

春
の
集
い
』
を
３
年
ぶ
り
に
開
催

し
ま
す
。
待
ち
遠
し
か
っ
た
で
す
。

■
日　

時　

１
月
28
日
（
土
）　　

　
　
　
　
　

11
時
45
分
開
始

■
会　

場　
「
焼
鳥
す
い
け
ん
」（
清

　
　
　
　
　

掃
会
館
の
す
ぐ
そ
ば
）

■
会　

費　

２
千
円

　

恒
例
の
お
楽
し
み
会
（
長
寿
・

喜
寿
お
祝
い
、
開
運
く
じ
引
き
大

２
月
13
日

　
『
演
芸
を
楽
し
む
会
』
も
３
年
ぶ

り
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
日　

時　

２
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　

12
時
30
分
集
合

■
寄　

席　

国
立
演
芸
場
２
月
中
席

■
会　

費　

５
０
０
円

　

形
式
と
出
演
者
は
１
月
初
め
に

決
ま
り
ま
す
。
通
常
の
寄
席
形
式

か「
大
喜
利
」か
ま
だ
判
り
ま
せ
ん
。

国
立
劇
場
の
「
大
喜
利
」
は
「
鹿

芝
居
」
と
い
い
固
定
フ
ァ
ン
が
多

く
い
ま
す
。「
大
喜
利
」
に
な
っ
て

も
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

国
立
演
芸
場
は
来
年
秋
か
ら
建
換

３
月
の
土
曜
日

●
３
月
28
日
（
火
）
都
立
小
金
井

　

公
園
で
お
花
見
（
10
時
半
に
武

　

蔵
小
金
井
駅
集
合
）

●
５
月
下
旬
か
６
月
上
旬　

春
の

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
都
戦
没

　

者
墓
苑
、
小
石
川
後
楽
園
）

会
）
も
行
い
ま
す
。

年
の
初
め
の
運
試

し
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

工
事
に
入
る
予

定
な
の
で
、
さ

よ
う
な
ら
公
演

に
な
り
ま
す
。

自
民
党
改
憲
案
批
判
﹁
学
習
会
﹂

国
立
演
芸
場
で
﹁
落
語
﹂

第３回
幹事会

丹
野
会
長
の
業
務
代
行
�
会

員
の
誕
生
月
お
祝
い
電
話
の

停
止
�
近
況
報
告
実
施
案
�
来

年
前
半
ま
で
の
行
事
案
検
討

丹
野
会
長
の
業
務
代
行

来
春
も
﹁
近
況
報
告
﹂
発
行

誕
生
月
お
祝
い
電
話
を
停
止

こ
と
に
し
ま
し
た
。
年
明

け
に
依
頼
文
を
送
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
。
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な
事
業
実
施
→
◆
回
答
な
し
。

▼
要
求
…
近
い
将
来
の
廃
止
を
目

指
し
つ
つ
返
戻
品
競
争
の
歪
み
を

正
す
こ
と
→
◆
回
答
…
一
定
の

ル
ー
ル
の
も
と
、
適
正
な
運
用
に

取
組
ん
で
い
る
。
返
戻
品
は
地
場

産
品
基
準
適
合
を
求
め
て
お
り
、

引
続
き
制
度
の
適
正
化
を
図
る
。

▼
要
求
…
住
宅
困
窮
者
解
消
へ
公

営
住
宅
増
設
な
ど
→
◆
回
答
な
し
。

◆
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を
踏

ま
え
、
地
方
公
共
団
体
で
の
女
性

活
躍
・
働
き
方
改
革
の
取
組
み
を

支
援
。
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
の
実
効
性
確
保
へ
助
言
を
行
う
。

▼
要
求
…
①
個
人
情
報
保
護
形
骸

化
、
地
方
自
治
否
定
等
問
題
が
あ

る
デ
ジ
タ
ル
化
法
の
見
直
し
、
②

原
子
力
・
化
石
燃
料
発
電
見
直
し
、

③
カ
ジ
ノ
賭
博
合
法
化
法
廃
止

◆
回
答
…
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
業

務
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。
個
人
情

報
保
護
に
留
意
し
つ
つ
取
組
む
。

そ
の
他
は
回
答
な
し
。
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地
方
公
務
員
退
職
者
協
議
会（
地

公
退
）
は
、
11
月
７
日
、
岸
参
議

院
議
員
立
会
い
の
も
と
「
総
務
省

要
求
」
を
提
出
し
、
即
日
回
答
を

得
ま
し
た
。
総
務
省
側
は
例
年
同

様
「
所
轄
で
は
な
い
」
と
す
る
事

項
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

主
な
回
答
◆
は
以
下
の
通
り
で
す
。

▼
要
求
…
①
年
金
制
度
と
財
政
安

定
化
の
た
め
、
雇
用
改
善
、
賃
金

改
善
、
次
世
代
育
成
支
援
を
図
る

こ
と
。
②
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

は
、
現
受
給
者
の
年
金
を
守
り
つ

つ
将
来
世
代
が
貧
困
に
陥
ら
な
い

水
準
を
重
視
し
、
関
係
者
と
協
議

す
る
こ
と
。
③
基
礎
年
金
の
拠
出

期
間
を
45
年
に
延
長
す
る
こ
と
。

◆
年
金
制
度
は
、
年
金
生
活
者
と

現
役
世
代
の
理
解
を
十
分
に
得
る

こ
と
が
必
要
。制
度
改
正
に
当
た
っ

て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部

会
等
で
の
十
分
な
議
論
が
必
要
。

部
会
で
基
礎
年
金
保
険
料
拠
出
期

間
延
長
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

◆
雇
用
安
定
・
質
向
上
、
賃
金
改

年
金
・
介
護
と
医
療
・
ジ
�
ン
ダ
�
平
等
な
ど

年
金
制
度
改
善　

 　
　

住
宅
政
策　
　
　
　
　

恩
給
期
間
が
違
う
た
め
生
じ
た
。

◆
追
加
費
用
の
削
減
に
当
た
り
、

①
減
額
率
上
限
は
恩
給
期
間
を
含

む
共
済
年
金
全
体
の
10
％
、
②
年

230
万
円
以
下
の
給
付
は
減
額
し
な

い
措
置
を
講
じ
、
配
慮
し
て
い
る
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
は
「
団
塊
の
世
代
」
全
員
が
75

歳
以
上
に
な
る
25
年
を
目
指
し
て

お
り
、
医
療
計
画
と
介
護
保
険
事

業
の
整
合
性
確
保
の
上
で
、
地
域

医
療
と
介
護
を
総
合
的
に
確
保
す

る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
基
盤
整
備
は
、
地
方

財
政
措
置
に
加
え
、
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
に
よ
る
財
政
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
厚
労
省
に

所
要
の
国
費
確
保
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
適
切
に
地
方
財
政
措
置

を
講
じ
、
介
護
基
盤
の
計
画
的
整

備
推
進
へ
向
け
て
対
応
す
る
。

▼
要
求
…
生
活
保
護
基
準
の
復
元
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
策
の
確
実

善
へ
、
地
方
公
務
員
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
任
用
適
正
化
を
確
保
す

る
た
め
、
20
年
か
ら
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
ま

た
、
公
務
員
の
定
年
は
段
階
的
に

65
歳
ま
で
引
上
げ
ら
れ
る
。

◆
今
後
も
引
き
続
き
、
社
会
保
障

審
議
会
年
金
部
会
等
に
お
け
る
検

討
の
状
況
を
、
十
分
注
視
し
た
い
。

◆
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
積
立

金
運
用
は
最
低
限
の
リ
ス
ク
で
の

利
回
り
確
保
を
目
的
に
、
政
府
指

針
の
下
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
。

◆
国
連
「
責
任
投
資
原
則
」
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
社
会
的
責
任
投
資

を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら

に
検
討
が
進
む
と
考
え
て
い
る
。

◆
追
加
費
用
の
削
減
は
、
本
人
負

担
が
少
な
か
っ
た
恩
給
期
間
分
を

負
担
に
見
合
う
水
準
に
す
る
も
の
。

沖
縄
の
追
加
費
用
期
間
が
長
い
の

は
、
沖
縄
以
外
の
地
共
済
法
適
用

が
62
年
12
月
、
沖
縄
は
66
年
７
月
、

年
金
積
立
金
の
運
用
方
法

沖
縄
の
追
加
費
用
削
減
緩
和

生
活
保
護
・
生
活
困
難
者
自
立

地
域
包
括
ケ
ア
ネ
�
ト
整
備

ジ
�
ン
ダ
�
平
等　
　

税
制
︵
ふ
る
さ
と
納
税
︶

デ
ジ
タ
ル
化
・
脱
原
発
・
カ
ジ
ノ



５

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2022 年 12 月

　

東
京
清
掃
の
22
賃

金
確
定
闘
争
は
、
月

例
給
引
上
げ
を
人
事

委
員
会
勧
告
に
基
づ

く
若
年
層
限
定
で
は

な
く
全
職
員
に
波
及

さ
せ
る
こ
と
、
３
月

期
期
末
手
当
廃
止
反

対
、
業
務
職
給
料
表

の
水
準
改
善
を
最
重

賃金確定闘争の結果
１．月例給（業務職給料表）
　＊行（一）の改定（公民較差 896 円＝　
　　0.24％）に準じて初任給および若年層
　　中心に引上げ改定
　　本年４月１日から適用（差額分は遡及）
２．一時金
　①定年前職員　0.10 月勤勉手当を引上げ
　　再任用職員　0.05 月勤勉手当を引上げ
　②３月期の期末手当廃止（23 年度から）
　　３月期期末手当（0.25 月分）を６月・
　　12 月期に均等に振り分ける。
３．担当技能長職に係る対応
　＊協議を意見交換の場に移行し、引続き
　　検討を重ねる。
４．会計年度任用に係る期末手当・支給回
　数改定時期の見直し
　＊総務省における勤勉手当を会計年度職
　　員に支給可能とする制度の見直しを踏
　　まえ、継続協議とする。
５．公民比較方法の見直し
　＊区長会として人事委員会への要望を検
　　討する。
６．定年引上げに伴う昇任資格基準上限年
　齢の引上げ
　＊定年引上げに合わせ２年に１歳ずつ５
　　歳引き上げる。（23 年度から実施）
７．技能業務系人事制度改正に伴う経過措
　置としての特例延長
　＊昇任選考における特例の年齢要件の　
　　上限部分を引上げ、期間を２年間延長
　　（23 年度から実施）
８．会計年度任用職員等に係る退職手当支
　給要件の一部緩和

東京清掃22賃金確定

第二波決起集会で
挨拶する丹野会長

第三波総決起集会で　
挨拶する戸枝事務局長

伴
う
賃
金
カ
ー
ブ
見
直
し
も
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
労
使
の
意
見

交
換
・
研
究
の
場
設
置
は
、
政
令

指
定
都
市
で
最
低
水
準
に
あ
る
特

別
区
現
業
賃
金
の
抜
本
的
改
善
へ

向
け
て
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
勧
告
の
た
び
に
「
行
政

系
人
事
給
与
制
度
改
正
に
伴
い
発

生
し
た
差
額
支
給
者
」
に
ふ
れ
る

人
事
委
員
会
に
対
し
、
区
長
会
が

「
公
民
較
差
問
題
で
人
事
委
へ
の
働

き
か
け
を
検
討
」
と
回
答
し
た
こ

と
も
成
果
で
す
。
今
年
の
確
定
闘

争
は
直
接
的
成
果
は
小
さ
く
て
も
、

将
来
に
向
け
て
展
望
を
開
い
た
点

で
大
き
な
前
進
が
あ
り
ま
し
た
。

要
課
題
と
し
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
人
事
委
勧
告
事
項

は
変
更
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
業
賃
金
水
準
の
改
善
に
向
け
て
、

「
意
見
交
換
・
研
究
の
場
」
設
定
を

約
束
さ
せ
ま
し
た
。
定
年
延
長
に

※写真は東京清掃提供

　

厚
生
労
働
省
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
保
険
料
上
限
額
を
現

行
の
66
万
円
か
ら
一
気
に
80
万
円

に
引
上
げ
る
案
を
社
会
保
障
審
議

会
医
療
保
険
部
会
に
提
起
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
中
所
得
者
の
保
険

料
引
上
げ
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
負
担
増
に
な
る

の
は
約
４
割
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
介
護
保
険
は
、
保
険
料

引
上
げ
と
要
介
護
１
・
２
事
業
の
市

町
村
移
管
案
が
社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
部
会
に
提
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
反
対
の
声
が
強
い
要
介
護

１
・
２
の
件
は
断
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
介
護
保

険
料
引
上
げ
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
２
・
３
割
負
担
の
対
象
者
拡
大
、

介
護
老
人
保
健
施
設
多
床
室
の
室

料
全
額
自
己
負
担
な
ど
の
改
悪
案

は
撤
回
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

若
い
層
の
社
会
保
障
充
実
は
必

要
で
す
が
、
安
易
な
高
齢
者
へ
の

負
担
増
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。「
負

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
も
介
護

保
険
も
保
険
料
引
上
げ
を
検
討

担
の
平
等
」
を
言
う
の
な

ら
ば
、
金
持
ち
優
遇
の
税

制
な
ど
を
徹
底
的
に
改
善

す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。
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清掃退職者会の２０２２年

３月に予定していたお花見は中止
コロナ禍により、春までの親
睦行事はすべて中止せざるを
得ませんでした。５月から行
事を再開させましたが、総会
や学習会につきものの「懇親
会」は今だできません。早く
正常に戻りたいものです。

１月 20 日、東京清掃旗開
きが決起集会形式で開催。
コロナにより定期大会など
東京清掃の取組みの多くが
来賓なしの形式でした。

１月の「新春の集い」は中止
２月に予定していた　　　
「演芸を楽しむ会」は中止

挨拶する 　　　
庄司会長（当時）

３月 15 日、２年
越しで開催できた
学習会。「福島原
発事故から 11 年
〜フクシマの今」
をテーマに原子力
資料情報室上島
千尋さんの講演。
参加者は 23 人。

「懇親会」はなし。

５月１日、３年ぶり
に参加者を会場に入
れての「日比谷メー
デ ー」。15 人 参 加。
コロナの影響で人数
は少なかったけど、
元気に行動参加。

５月 24 日、「芝公園
と増上寺歴史散歩」。
意外にもディープな
楽しみ多し。今後、
フィールドワークは
春・秋の２回行うこ
とになります。

退任した　
庄司前会長 柳前副会長 渡辺前幹事 篠田前幹事

新たな役員
纐纈幹事

６月 10 日、第 14 回定期総会。３年ぶり
の対面開催。総会冒頭で、この３年間に
亡くなった会員７名の冥福を祈り黙祷。
今総会で庄司会長、柳副会長、渡辺幹事、
篠田幹事が退任。長きに亘る活躍ありが
とうございました。丹野新会長のもと、
頑張っていくつもりですので、よろしく。
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コロナ禍にあっても様々
な闘いが取組まれました。

「社会福祉は平和と人権が
あってこそ」の立場から、
これらの活動に退職者会
は積極的に関わりました。

２月 / ＪＡＬ争議東京集会 ３月 / 東京総行動経団連抗議 ４月 / ロシアの侵略反対集会 ５月 / 憲法集会

５月 / 狭山再審市民集会 ５月 / 沖縄復帰 50 年を問う集会 ６月 / 横田基地反対デモ ９月 / さようなら原発・戦争

９月 /「国葬」反対ユース行動 10 月 / サンケン闘争勝利報告 10 月 / 国会前 19 日行動

９月 12 日、「ＳＴ
ＯＰ改憲！ヤメロ
軍拡！」をテーマ
に学習会。講師は
平和フォーラムの
勝島一博さん。参
加者は 19 人。軍
拡を止める闘いの
重要性を再確認。

「懇親会」はなし。

10 月 18 日、「 み
さき まぐろ きっ
ぷ」満喫ツアー。
いきあたりばった
りツアーだったの
で、ハプニングの
連続。でも、終っ
てみれば大満足。
特にマグロ最高！
参加者は 15 人。

11 月 10 日、秋の
フィールドワーク

「新宿御苑菊花壇
と千駄ヶ谷富士
登山、藤井五冠の
勝負メシ」に 16
人参加。充実の内
容にみな満面の
笑みでした。ラン
チ＆ビール最高！

９月、３年ぶりに「地公退高齢者集会」

６月、都庁退学習会「公共事業は誰れのため」

７月、都庁退親睦交流「館山戦争遺跡」

コロナで休眠
していた自主
サークル宇宙
物理学部も始
動。 ８ 月 26
日、科学未来
館「きみとロ
ボット展」。
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時
間
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

９
月
15
日
開
催
の
「
地
公
三
単
産
・

地
公
退
高
齢
者
集
会
」
の
特
別
講

演
を
掲
載
し
ま
す
。
沖
縄
国
際
大

学
前
泊
博
盛
教
授
の
講
演
内
容
は

示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　

沖
縄
戦
終
結
後
、
米
国
統
治
に

置
か
れ
た
。
そ
こ
か
ら
の
復
帰
は
、

祖
国
復
帰
→
本
土
復
帰
→
日
本
復

帰
→
日
本
返
還
だ
が
、
沖
縄
は
返

還
さ
れ
た
の
か
？

　

77
年
前
の
沖
縄
戦
で
は
、
日
米

合
わ
せ
て
20
万
人
以
上
が
犠
牲
に

な
り
、
一
般
住
民
の
犠
牲
は
10
万

人
を
超
え
た
。「
住
民
虐
殺
」
が
日

米
両
軍
で
行
わ
れ
た
。

　

沖
縄
に
と
っ
て
日
本
は
祖
国
な

の
か
？　

沖
縄
戦
で
軍
は
民
を
守

ら
な
か
っ
た
。
国
体
護
持
、
日
本

防
衛
の
た
め
、
沖
縄
を
米
国
統
治

下
に
切
り
捨
て
た
。
米
国
が
沖
縄

を
占
領
し
た
の
は
「
戦
略
上
犠
牲

に
し
て
よ
い
存
在
だ
っ
た
か
ら
」

と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
復
帰
を

求
め
た
の
は
、「
日
本
国
憲
法
の
庇

護
の
下
へ
」、「
核
抜
き
本
土
並
み

返
還
」、「
基
地
の
な
い
平
和
な
沖

縄
」
を
求
め
た
か
ら
だ
。

　

普
天
間
は
帰
ら
な
い
。
普
天
間

基
地
は
今
、
着
々
と
建
物
が
更
新

さ
れ
て
お
り
、
普
天
間
の
５
年
以

内
返
還
は
ホ
ゴ
に
さ
れ
て
い
る
。

　

54
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

和
条
約
が
結
ば
れ
た
。
講
和
条
件

は
「
駐
留
米
軍
特
権
」「
日
米
安
保

条
約
締
結
」が
セ
ッ
ト
。「
占
領
軍
」

が
「
駐
留
軍
」
に
変
わ
っ
て
も
特

権
は
地
位
協
定
で
維
持
さ
れ
た
。

　

地
位
協
定
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
阻
害
し
て
い
る
。

①
外
交
権
侵
害
…
北
方
領
土
交
渉

の
と
ん
挫
な
ど
に
影
響

②
低
空
飛
行
…
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ

ツ
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
国
内
法
に
よ

る
制
限
が
あ
る
が
、
日
本
は
な
し
。

③
爆
音
訴
訟
…
勝
訴
し
て
も
「
差

し
止
め
」
は
不
可
。

④
環
境
汚
染
…
地
下
水
・
水
源
汚

染
、
泡
消
火
剤
の
ア
メ
リ
カ
国
内

基
準
値
は0.002ng

（
日
本
は

50ng

）、
自
衛
隊
も
使
用
、
全
国

的
な
汚
染
の
可
能
性
も
あ
る
。

⑤
原
状
復
帰
義
務
…
返
還
跡
地
の

義
務
費
用
は
日
本
負
担
（
独
な
ど

は
原
状
回
復
義
務
を
科
し
て
い
る
）

⑥
不
起
訴
密
約
…
低
い
起
訴
率　

⑦
密
約
遺
産
…
米
軍
人
と
官
僚
に

よ
る
支
配
（
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
）

⑧
制
空
権
支
配
…
横
田
ラ
プ
コ
ン
、

沖
縄
は
嘉
手
納
ラ
プ
コ
ン
、
四
国
・

中
国
は
岩
国
ラ
プ
コ
ン
等

⑨
自
衛
隊
支
配
…
思
い
や
り
予
算	

⑩
そ
の
他
、
放
射
性
物
質
の
無
通

知
処
理
、
事
件
・
事
故
対
応
に
日

本
政
府
無
視
、
飛
行
計
画
の
変
更

申
し
入
れ
無
視
等

　

基
地
被
害
か
ら
の
脱
却
に
は
、

ま
ず
「
国
内
法
適
用
」
に
よ
る
主

権
回
復
が
必
要
。
日
米
安
保
体
制

か
ら
多
国
間
安
保
体
制
へ
、
対
米

依
存
か
ら
Ａ
Ｉ
（
ア
ジ
ア
ユ
ニ
オ

ン
）
経
済
連
携
を
進
め
る
べ
き
。

　

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の

内
実
…
軍
は
民
を
守
ら
な
い
、
軍

は
民
を
盾
に
し
て
い
る
。
中
台
危

機
で
も
日
米
は
台
湾
を
守
ら
な
い

　

核
兵
器
使
用
の
危
機
、
第
２
次

台
湾
海
峡
危
機
（
58
年
）
で
は
先

制
攻
撃
と
し
て
の
核
使
用
の
危
険

性
は
十
分
に
あ
っ
た
。
米
側
は「
核

の
先
制
使
用
の
結
果
、
台
湾
や
沖

縄
が
消
え
て
も
受
け
入
れ
る
つ
も

り
で
い
た
」と
い
う
。（
機
密
文
書
）

　

日
本
は
米
国
の
「
属
国
」。
従
属

的
独
立
国
家
。
戦
前
、
国
民
は
帝

国
憲
法
と
天
皇
に
支
配
さ
れ
た
。

戦
後
は
「
日
米
安
保
条
約
と
米
軍
」

が
憲
法
の
上
に
君
臨
し
、
国
民
と

主
権
を
掌
握
・
支
配
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
米
軍
の
機
密
漏
洩
と

基
地
侵
入
に
厳
罰
を
科
す
「
刑
事

特
別
法
」、
米
軍
が
不
法
行
為
に
よ

る
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
「
民
事

特
別
法
」、
国
有
地
の
無
償
使
用
と

返
還
時
の
原
状
回
復
請
求
放
棄
の

「
国
有
財
産
管
理
法
」、
米
軍
基
地

建
設
に
私
有
財
産
強
制
収
容
・
使

用
を
許
す「
土
地
等
特
別
処
置
法
」。

　

地
位
協
定
や
思
い
や
り
予
算
な

ど
の
優
遇
特
権
、
主
権
譲
歩
、
免

法
特
権
、
主
権
放
棄
に
よ
る
対
米

軍
従
属
は
、
こ
の
国
の
国
民
と
政

治
家
の
「
自
発
的
隷
従
」
で
維
持

継
続
さ
れ
て
い
る
。（
丹
野
記
）

復
帰
50
年
・
沖
縄
が
問
う

日
本
の
憲
法
、
安
保
、
地
位
協
定

地
公
退
高
齢
者
集
会
特
別
講
演

沖
縄
に
と
っ
て
「
復
帰
」
と
は

日
米
安
保
体
制
と
地
位
協
定

中
台
危
機
の
中
の
沖
縄

自
発
的
隷
従
か
ら
主
権
国
家
へ
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日
本
の
労
働
組
合
を
忌
避
し
た

　

不
当
な
解
雇
は
許
せ
な
い
！

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
、
吸
収

合
併
に
伴
い
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
航

空
客
室
乗
務
員
を
16
年
に
解
雇
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
「
米
国
乗

務
員
組
合
非
所
属
の
外
国
籍
労
働

者
は
乗
務
さ
せ
な
い
」
と
い
う
労

使
協
約
が
締
結
さ
れ
る
直
前
に
、

日
本
の
労
働
法
適
用
の
労
組
排
除

を
目
的
に
、
成
田
ベ
ー
ス
を
閉
鎖

し
、
解
雇
し
た
も
の
で
す
。

　

企
業
の
主
張
丸
呑
み
の
判
決

　

日
本
の
司
法
は
資
本
の
味
方
だ

　

裁
判
闘
争
で
は
地
裁
・
高
裁
と

　

憲
法
公
布
日
の
11
月
３
日
、
朝
か

ら
鳴
り
響
い
た
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
に

よ
り
戦
争
の
脅
威
が
意
図
的
に
拡
散

さ
れ
た
日
、
国
会
正
門
前
で
『
11
・

３
憲
法
大
行
動
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
の
永
山
茂
樹

さ
ん
（
憲
法
学
者
）
は
、「
政
府
が
閣

議
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
『
安
保

三
文
書
』
は
①
大
軍
拡
予
算
の
正
当

化
、
②
相
手
国
へ
の
空
爆
・
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
の
正
当
化
、
③
沖
縄
・
南
西

諸
島
の
要
塞
化
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、『
実
質
改
憲
』
だ
」
と
批
判
し
、

『
安
保
三
文
書
』
改
定
反
対
の
闘
い
の

重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

自
民
党
と
統
一
教
会
の
癒
着
問
題

が
国
会
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

中
、
11
月
の
19
日
行
動
が
開
か
れ
、

主
催
者
は
「
自
民
党
と
統
一
協
会
の

癒
着
問
題
は
真
相
究
明
に
程
遠
い
」

と
批
判
、「
改
憲
発
議
、
軍
備
増
強
阻

止
へ
闘
お
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
事

実
上
の
強
制
は
「
憲
法
違
反
」、
民
意

に
反
す
る
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設

強
行
は
「
民
主
主
義
破
壊
、
地
方
自

治
破
壊
、
法
治
主
義
破
壊
、
司
法
の

独
立
破
壊
」
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ

と
つ
闘
い
を
積
み
重
ね
ま
し
ょ
う
。

許すな「戦争する国」
１１・３憲法大行動

軍拡やめろ！改憲発議反対
１１・１９国会前行動

この日は平和フォーラム主催研修の流れで
若い人がたくさん参加した

も
ア
メ
リ
カ
資
本
の

言
い
な
り
に
な
り
解

雇
有
効
の
判
決
を
行

い
、
最
高
裁
も
棄
却

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
該
は
「
こ
こ
ま

で
日
本
の
労
働
者
の

立
場
は
弱
い
の
か
。

会
社
の
主
張
を
丸
呑

み
に
し
労
働
者
の
こ

と
を
一
顧
だ
に
し
な

い
日
本
の
司
法
は
お

か
し
い
」
と
怒
り
を

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
不
当
解
雇
を
撤
回
し
ろ
！

あ
ら
わ
に
し
て
い
ま
す
。

　

解
雇
自
由
の
先
取
り
を
許
す
な

　

実
力
で
解
雇
撤
回
ま
で
闘
お
う

　

11
月
11
日
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
闘
争

勝
利
へ
向
け
て
銀
座
デ
モ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
該
は
「
泣
き
寝
入

り
せ
ず
頑
張
れ
た
の
は
皆
さ
ん
の

支
援
の
お
か
げ
。
裁
判
に
負
け
、

こ
の
国
に
正
義
は
な
い
の
か
と
落

胆
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
得

て
立
ち
直
れ
た
。
勝
つ
ま
で
闘
う
」

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
闘
い
は
、
解
雇
自
由
を
許

さ
な
い
と
い
う
重
要
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。解
雇
撤
回
ま
で
闘
う
ぞ
！
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12
年
前
の
12
月
31
日
、
人
員
削

減
目
標
を
大
幅
に
上
回
る
希
望
退

職
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

営
上
不
必
要
な
１
６
５
人
の
解
雇
が

強
行
さ
れ
ま
し
た
。
最
高
裁
で
も

認
定
さ
れ
た
不
当
労
働
行
為
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
、
過
去
に
お
い
て
も
労

組
を
忌
避
す
る
不
当
労
働
行
為
を

繰
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、６
月
に
既
存
労
組
（
日

本
航
空
乗
員
組
合
＝
Ｊ
Ｆ
Ｕ
、
日
本

航
空
キ
ャ
ビ
ン
ク
ル
ー
ユ
ニ
オ
ン

＝
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
に
対
し
経
営
が
示
し
た

「
２
年
間
の
業
務
委
託
」
提
供
と
い

う
解
決
案
も
、
既
存
労
組
か
ら
分

裂
し
結
成
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
被
解
雇
者

労
働
組
合
（
Ｊ
Ｆ
Ｕ
）
へ
の
提
案
は

既
存
労
組
の
受
諾
判
断
後
で
し
た
。

明
確
に
不
当
労
働
行
為
で
す
。

　

既
存
労
組
が
被
解
雇
者
の
発
言

を
封
じ
て
妥
結
し
た
「
業
務
委
託
」

は
、
被
解
雇
者
が
12
年
に
亘
り
求

め
て
き
た
「
雇
用
」
で
は
な
く
、

労
働
基
準
法
も
適
用
さ
れ
な
い
働

き
方
で
あ
り
、容
認
し
が
た
い
「
雇

用
破
壊
」
そ
の
も
の
で
す
。

　

新
労
組
に
結
集
し
闘
う
こ
と
を

決
意
し
た
披
解
雇
者
は
既
に
35
名
、

こ
の
日
の
集
会
は
22
名
が
結
集
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

満
杯
に
な
っ
た
会
場
で
は
、
弁

護
士
の
報
告
や
、
各
地
の
支
援
共

闘
な
ど
の
発
言
を
受
け
、
最
後
に

当
該
が
熱
く
か
つ
し
な
や
か
に
闘

い
抜
く
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
闘
い
は
日
本
の
労
働
運

動
を
再
生
さ
せ
る
質
を
も
つ
も
の

で
す
。
退
職
者
会
も
支
援
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｈ
Ｕ
の
闘
い
は
、
経
営
へ
の
闘

い
だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
団
交
拒

否
・
不
誠
実
団
交
等
不
当
労
働
行

為
の
救
済
を
求
め
る
都
労
委
闘
争

と
、
解
雇
を
主
導
し
た
国
交
省
の

責
任
を
問
う
団
交
要
求
も
あ
わ
せ

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
の
取
組
み
も
全
国
各
地
で

行
わ
れ
て
お
り
、
11
月
29
日
に
は

四
谷
で
東
京
西
部
集
会
が
も
た
れ

ま
し
た
。
住
ま
い
の
近
く
で
集
会

や
行
動
が
組
ま
れ
た
際
に
は
、
可

能
な
範
囲
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

たたかいは新たなステージに

久
し
ぶ
り
に
立
見
も
出
る
盛
況　

熱
気
あ
ふ
れ
、
闘
う
決
意
新
た
に

不
当
労
働
行
為
繰
返
す
Ｊ
Ａ
Ｌ

「
業
務
委
託
」
拒
否
し
継
続
闘
争

各
地
で
連
帯
の
取
組
み
進
む


